鶴岡市交通安全対策会議　会議概要
○　日　時　平成２５年６月２６日（水）　午前１０時００分から１１時００分まで
○　会　場　鶴岡市総合保健福祉センター「にこふる」　３階「小会議室」
〇　出席者　交通安全対策会議委員　１４名（別紙名簿のとおり）
　　（うち代理出席委員２名：菅原司庄内総合支庁総務課長代理で加藤浩司生活安全主査、

　　　吉田幸司鶴岡警察署交通課長代理で平晃夫交通規制係長が代理出席）
　　（欠席委員：山本興治、伊藤源一、小林貢建設部長、山口朗教育部長）
○　市側出席職員（事務局）
　　　阿部一也危機管理監兼防災安全課長、阿部寛防災安全課主幹、
　　　本間勝則防災安全課専門員、

　　　斎藤健史土木課工務主査、佐藤玲子コミュニティ推進課主査

　（午前１０時　開会）
１．開　会（危機管理監）
２．あいさつ（副市長）
３．協　議（議長：市長欠席のため副市長が代理）
　（１）平成２４年度交通安全事業の実施状況について
（議長）
　それでは、「１．交通安全施設等整備事業」に関しまして、本日ご出席いただきました、国土交通省酒田河川国道事務所鶴岡国道維持出張所長、月山国道維持出張所長、庄内総合支庁建設部道路計画課道路管理主幹、鶴岡警察署交通規制係長の順に委員管轄分のご説明をいただき、その後、市関係部分と、引き続き、２ページの「２．交通安全教育の推進」以降について、防災安全課より説明願います。
（議長）
　では質疑に入ります。実施状況について、ご質問等はございませんか。

（委員）
　なし。
　協議(２)平成２５年度交通安全事業の実施計画について
（議長）
　続きまして、（２）平成２５年度交通安全事業の実施計画について、に移ります。

　先程と同様に、本日ご出席いただきました、国土交通省酒田河川国道事務所鶴岡国道維持出張所長より順に管轄分のご説明をお願います。
（議長）

　それでは、これより質疑に入ります。ご質問等はございませんでしょうか。

（委員）
　斎藤川原地内のＪＡ倉庫前の歩道について、車道と歩道の間に整備されていた縁石が平らになったため、歩道に車両が進入するようになった。危険な状況にあるとの改善要望を斎藤川原住民会とＰＴＡより受けているが、縁石を取るとの連絡は土木課に入っているのか。

（議長）
　道路管理者及び自動販売機設置者とも確認し、土木課で対応してください。

（委員）
　月山道路のトンネルの天井板について、撤去するとの話を伺っていたが、現在どのような状況になっているのかお聞きしたい。
（委員：松田道雄月山国道維持出張所長）
　月山第一、第二トンネルの天井板撤去については、現在発注に向けて準備を進めている。順調に進めば、１１月頃に着工し、夜間の通行止めを実施しながら２ヶ月間程度で撤去を終える予定である。

（議長）
　市広報へ掲載のうえ市民へ周知することとし、土木課との調整をお願いいたします。

（委員）
　免許取得からある程度の年数を経過すると、踏み切りで止まってしまった場合の対処法を忘れてしまったり、若しくは、得に高齢者については機転が回らなかったりということが心配されるため、交通安全協会各支部や各コミュニティ組織の総会などの際に、踏切での事故防止に係る交通安全教室を実施させていただきたく、是非、指導する場をご提供いただきたい。
（議長）
　市や安全協会から情報提供しながら進めるようお願いいたします。
（委員）
　日東道について、温海まで開通し自身も良く利用するが、制限速度は７０㎞であるが、速度違反者が多い状況にある。私としては、皆さんがもっとスピードを抑えるべきと考えており、個人的には出したとしても７５㎞と考えている。何か良い対策がないものか、今後、私自身も考えていきたいと思う。

（議長）
　ただ今のは、ご意見としてうかがっておいてよろしいでしょうか。

（委員）
　よろしいです。

（委員：平交通規制係長）
　警察署の管轄外ではあるが、所管する高速道路交通機動隊においても、日々取り締まりを実施している。追尾型の取締りのため苦労しているようだが、委員の意見は伝えておきます。
（議長）

せっかくの機会なので、委員各位より一言いただきたいと思います。

（委員）
　先日、県（交通安全協会）の総会があり出席したが、本部長（交通部長）からの近況報告で、相変わらず飲酒運転が多いし、昨年より大幅に増えているとのことだった。また、交差点での事故も増えており、全国の２０％に対し、山形県は４０％と非常に高い割合になっているとのこと。山形県は交通マナーが悪いとも言われており、安協も取り組みを強化したい。
（委員：平交通規制係長）
　飲酒運転に対しては、警察においても取り組みを強化するよう指示が出ている。代行車を待つのが嫌だという理由が多いが、アルコール依存症者の飲酒運転も散見されている。

　交差点事故については、山形県がワーストであり、理由としては、黄色信号で加速する傾向が多いことと、内回りをする方が多いことであり、せっかちな方が多いようだ。
（委員）
　藤島地域交通安全母の会では、歩道への足型付けを実施し交通安全教育を行ってきたが、３年前ほど前、側溝に足型を付けてはいけないとの指導を受け、以降は実施していない状況であるが、他の町内会等は実施していないのかもしれないが、本当に付けてはいけないのか。
（議長）
　市道であれば占用物件にはならず許可できるが、県道や私有地においては勝手につけることはできないと思う。場所によって扱いが違うので、全ての場所でＯＫとはならないと思う。地域の問題でもあり、地域又は道路管理者と協議し対応してほしい。

　他に皆さんより、何かご質問、ご意見等はございませんか。
　事務局からはありませんか。

（事務局）

特にありません。

（議長）

それでは以上をもちまして協議を終えたいと思います。今後も委員皆様のお力添えをいただきながら、交通安全施策を推進してまいりたいと存じますので、よろしくお願いいたします。

４．その他

　なし。

５．閉　会（危機管理監）
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